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第一号 武　蔵　一　宮 （２）

明治天皇行幸絵巻（氷川神社蔵）

発

刊

挨

拶

 

当
氷
川
神
社
で
は
昭
和

四
十
六
年
頃
ま
で
「
八
雲
」、

「
氷
川
」
の
名
称
で
社
報
を
発

刊
し
、
祭
典
行
事
の
御
報
告

や
御
案
内
、
御
婚
儀
を
挙
げ

ら
れ
た
新
郎
新
婦
の
門
出
を

祝
し
て
お
り
ま
し
た
。
本
年

は
明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十

年
の
嘉
節
に
当
た
る
為
、
社

報
を
復
刊
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
古
く
、
鎌
倉
時
代

の
『
御
成
敗
式
目
』
に
は
「
神

は
人
の
敬
に
よ
っ
て
威
を
増

し
、
人
は
神
の
徳
に
よ
っ
て

運
を
添
う
」
と
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
社
報
に
よ
り
氷
川
の
大

神
様
の
御
神
徳
が
、
氏
子
崇

敬
者
の
皆
様
へ
広
く
遍
く
行

き
届
き
ま
す
よ
う
御
祈
念
を

申
し
上
げ
ま
す
。



第一号武　蔵　一　宮（３）

未
来
に
つ
な
げ
る
ま
つ
り
の
心

　

明
治
天
皇
は
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）八
月
に
第
百
二
十
二

代
天
皇
と
し
て
御
即
位
後
、
十
月
十
三
日
に
江
戸
城
に
御
入

城
、
新
た
に
東
京
が
都
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
月
十
七

日
に
は
上
掲
の
氷
川
神
社
を
武
蔵
の
国
の
鎮
守
勅
祭
の
社
と

定
め
た
勅
書
を
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
勅
書
は
中
世
以
降

の
政
道
の
衰
え
を
敬
神
崇
祖
の
精
神
に
基
づ
い
た
道
に
復
す

る
事
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
為
「
祭
政
一
致
の
詔
」
と
も

申
し
ま
す
。
こ
れ
は
お
よ
そ
千
年
前
に
桓
武
天
皇
が
都
を
平

安
京
に
お
遷
し
に
な
ら
れ
た
際
に
山
城
の
国
の
鎮
守
で
あ
っ

た
加
茂
社
を
篤
く
信
仰
さ
れ
た
御
例
に
因
ら
れ
た
も
の
で
す
。

迫
り
く
る
危
機
的
な
国
際
情
勢
の
中
、
明
治
天
皇
は
新
時
代

を
切
り
開
く
に
あ
た
り
そ
の
御
決
意
を
氷
川
神
社
の
御
神
前

で
御
親
祭
を
執
り
行
う
形
で
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
御

入
城
後
わ
ず
か
十
五
日
後
の
十
月
二
十
八
日
の
事
で
す
。
明

治
天
皇
の
私
心
の
無
い
大
御
心
は
受
け
継
が
れ
、
先
の
大
震

災
の
折
に
は
今
上
陛
下
の
お
姿
に
国
民
等
し
く
感
動
致
し
ま

し
た
。
明
治
天
皇
の
御
事
跡
を
語
り
継
ぐ
事
は
国
家
の
安
寧

と
国
民
の
幸
せ
を
祈
り
、
一
人
一
人
が
我
が
国
を
良
く
し
て

い
く
決
意
を
再
確
認
す
る
事
に
他
あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
戊
辰
大
宮
氷
川
神
社
行
幸
行
在
所
之
図

　

右
の
図
は
日
本
画
家
の
福
田
恵
一
氏
に
よ
り
描
か
れ

た
行
在
所
の
様
子
で
す
。
行
在
所
と
は
天
皇
の
行
幸
時

の
仮
の
御
殿
で
す
。
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
行
幸
絵
巻
に

描
か
れ
た
人
々
は
兵
隊
、
公
達
、
輿
丁
な
ど
様
々
で
衣

装
も
洋
服
や
、
和
装
の
正
装
で
あ
る
衣
冠
や
直
垂
な
ど

移
り
行
く
時
代
背
景
を
反
映
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
久

保
利
通
な
ど
の
重
臣
も
お
り
総
勢
五
百
四
十
人
以
上
、

距
離
は
一
キ
ロ
を
超
え
る
壮
観
さ
で
し
た
。



第一号 武　蔵　一　宮 （４）

明
治
天
皇
御
親
祭
百
年
祭

　
昭
和
四
十
二
年
は
明
治
天
皇
が
明
治
元
年
に
当
社

に
御
親
祭
を
賜
り
維
新
の
鴻
業
を
お
こ
さ
れ
、
近
代

日
本
の
基
を
お
開
き
に
な
っ
て
か
ら
百
年
の
嘉
年
に

あ
た
り
ま
し
た
。
記
念
大
祭
を
執
り
行
う
べ
く
設
立

さ
れ
た
奉
賛
会
に
は
、
旧
武
蔵
の
国
一
円
か
ら
至
誠

の
御
奉
賛
が
寄
せ
ら
れ
、
本
殿
以
下
諸
建
物
の
改
修

（
檜
皮
葺
き
か
ら
銅
板
葺
き
の
屋
根
に
な
り
ま
し
た
）、

境
内
摂
末
社
の
新
築
、
改
築
を
は
じ
め
神
苑
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
の
社
殿
の
修
営

工
事
に
際
し
て
は
三
宮
家（
秩
父
宮
、
高
松
宮
、
三
笠

宮
）を
は
じ
め
旧
宮
家
か
ら
も
幣
帛
料
の
御
奉
納
が
あ

り
、
本
殿
遷
座
に
あ
た
っ
て
は
勅
使
の
御
差
遣
を
賜

り
ま
し
た
。

　

昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は

四
十
二
年
十
月
二
十
三
日
に
御
親
拝
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
明
治
天
皇
第
七
皇
女
で
伊
勢
の
神
宮
の

祭
主
を
御
奉
仕
な
さ
れ
ま
し
た
北
白
川
房
子
様
か
ら

は
左
の
祝
い
の
お
歌
の
御
献
進
が
あ
り
ま
し
た
。

御　
　

歌

と
こ
し
え
に　

氷
川
の
神
の　

大
み
い
つ

　
　

栄
え
ま
す
ら
む　
　

千
代
に
八
千
代
に

明
治
天
皇
御
親
祭
五
十
年
祭

　

大
正
六
年
の
御
親
祭
五
十
年
祭
に
あ

た
り
ま
し
て
は
岡
田
忠
彦
埼
玉
県
知
事

を
中
心
と
し
た
祝
祭
奉
斎
会
が
組
織
さ

れ
神
門（
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
）の
造
営

が
行
わ
れ
記
念
祝
祭
が
十
月
二
十
八
日

よ
り
十
一
月
三
日
ま
で
七
日
間
に
わ
た

り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
天
皇
に
お
か
れ
ま
し
て
は
宮
内

省
を
通
し
大
正
六
年（
一
九
一
七
）十
月

九
日
に
幣
帛
料
を
下
賜
あ
そ
ば
さ
れ
、

有
栖
川
宮
、
伏
見
宮
、
閑
院
宮
、
東
伏

見
宮
、
久
邇
宮
、
竹
田
宮
、
朝
香
宮
、

北
白
川
宮
、
梨
本
宮
、
華
頂
宮
の
各
殿

下
か
ら
も
玉
串
料
の
御
奉
納
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
祭
典
は
同
年
十
月
二
十
八

日
、
宮

司
以
下

神
職
を

始
め
県
内
神
職
、
県
内
関
係
官

庁
役
員
の
参
列
の
も
と
に
斎
行

さ
れ
、
皇
室
の
御
安
泰
と
万
民

の
幸
福
を
祈
念
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
大
正
六
年
十
一
月
十
二

日
に
は
明
治
天
皇
御
親
祭
五
十

年
祭
に
際
し
裕
仁
親
王（
昭
和

天
皇
）の
御
参
拝
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

裕仁親王御参拝（第二鳥居）

昭和天皇・香淳皇后　御親拝（楼門前）



第一号武　蔵　一　宮（５）

神
事
芸
能

奉
祝
祭

御
親
祭
百
五
十
年
奉
祝
行
事

九
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
吟
道
奉
賛
会

九
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
豊
前
神
楽
、
氷
川
太
々
神
楽

十
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
氷
川
雅
楽
会
観
月
演
奏
会

十
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
石
見
神
楽
、
氷
川
太
々
神
楽

十
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
奥
氷
川
神
社
獅
子
舞

　
　四

月
二
日　
　
　
　
　
　
　
大
宮
剣
道
連
盟
剣
道
形
奉
納

四
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
桜
祭
弓
道
大
会

五
月
二
十
八
日　
　
　
　
　
小
笠
原
流
弓
道

九
月
二
十
四
日　
　
　
　
　
居
合
道
奉
納
演
武

十
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
氷
川
場
所
手
数
入
の
儀

十
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
太
極
拳
協
会
奉
納
演
武

三
月
二
十
日　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
煎
茶
道
連
盟
献
茶
式

四
月
二
十
二
日　
　
　
　
　
埼
玉
県
茶
道
協
会
茶
会

六
月
三
十
日　
　
　
　
　
　
書
元
会
書
道
廻
廊
展
示

九
月
二
十
三
日　
　
　
　
　
表
千
家
献
茶
式

九
月
三
十
日　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
茶
道
協
会
茶
会

十
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
裏
千
家
献
茶
式

十
月
二
十
一
日　
　
　
　
　
大
宮
華
道
連
盟
献
華
式（
二
十
三
日
ま
で
廻
廊
展
示
）

十
一
月
一
日
～
十
五
日　
　
武
蔵
菊
花
会
菊
花
展

武
道

文
化

御
親
祭
百
五
十
年
祭

前
日
祭

十
月
二
十
七
日（
金
）　
午
前
十
時

御
親
祭
百
五
十
年
祭

(

大
祭
）

十
月
二
十
八
日（
土
）　
午
前
十
時

御
親
祭
百
五
十
年
祭

後
日
祭

十
月
二
十
九
日（
日
）　
午
前
九
時

十
月
二
十
一
日（
土
）　
午
前
十
時

御
親
祭
百
五
十
年
祭

奉
告
祭

埼玉県煎茶道連盟献茶式（３月20日）



第一号 武　蔵　一　宮 （６）

記 念 碑 完 成 予 想 図

楼
門
内 

廻
廊

記
念
碑
建
立

記

念

事

業

奉
祝

施
行
概
要

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭

北
白
川
様
歌
碑

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭

記
念
事
業
奉
賛
者
銘
碑

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭

奉
祝
記
念
碑

1.0m 2.0m 1.8m

1.5m

3.0m

1.5m



第一号武　蔵　一　宮（７）

団
　
体

キ
リ
ト
リ

‖
　記
念
碑
名
称

　‖
　明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭
奉
祝
記
念
碑
、
及
び
記
念
事
業
奉
賛
者
銘
碑

‖
　記
念
碑
建
立
地

　‖
　氷
川
神
社
境
内

‖
　石
畳
施
行
地

　‖
　楼
門（
神
門
）内
の
廻
廊
等

‖
　施
行
期
日

　‖
　平
成
三
十
年
二
月
以
降

‖
　募
金
目
標

　‖
　五
千
万
円
以
上

‖
　
　
　
　
　
　
　
　‖
　一
口
金
十
万
円 

（
何
口
で
も
可
、
御
奉
賛
金
に
は
、
記
念
碑
建
立
、
記
念
事
業
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
）

‖
　個
人
御
奉
賛
金
額

　‖
　一
口
金
一
万
円 

（
何
口
で
も
可
、
御
奉
賛
金
に
は
、
記
念
碑
建
立
、
記
念
事
業
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
）

‖
　募
金
期
間

　‖
　平
成
二
十
九
年
二
月
一
日
よ
り
平
成
二
十
九
年
十
二
月
末
日

‖
　申
込
方
法

　‖
　申
込
書
に
御
奉
賛
金
を
添
え
て
氷
川
神
社
社
務
所
、
又
は
神
札
所
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（銀
行
振
込
み
を
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
申
し
出
下
さ
い
）

‖
　御
奉
賛
待
遇
　‖
　

会
社
・
団
体

御
奉
賛
金
額

奉
賛
金
額

奉
賛
者
石
碑
文
字
入
れ

祭
典
案
内

感
謝
状
・
記
念
品

そ
の
他

〈
会
社
・
団
体
〉〈
個
人
〉

　
　
　

  

百
万
円
以
上

①
奉
賛
金
額

　
　会
社
・
団
体
で
奉
賛
の
場
合
…

②
　
　会
社
名
一
社
・
団
体
名
一
団
体
と
代
表
者
一
名

　
　個
人
で
奉
賛
の
場
合
…
個
人
名
一
名

奉
　祝
　祭

ご
案
内
は

代
表
者
一
名
様

の
み

※�

ご
案
内
は

　�平
成
二
十
九
年

九
月
末
日
ま
で

に
お
申
し
込
み

さ
れ
た
方
で
す
。

感
謝
状

奉
祝
祭
特
別
限
定
記
念
品

刻
銘
場
所
等
に
つ
い
て

は
御
一
任
下
さ
い
。

領
収
書
は
紛
失
し
な
い

様
、
保
管
下
さ
い
。

〈
会
社
・
団
体
〉〈
個
人
〉

　
　
　

  

五
十
万
円
以
上

感
謝
状

奉
祝
祭
特
別
記
念
品

〈
会
社
・
団
体
〉〈
個
人
〉

　
　
　

  

十
万
円
以
上

①
奉
賛
金
額

　
　会
社
・
団
体
で
奉
賛
の
場
合
…

②
　
　会
社
名
一
社
・
団
体
名
一
団
体

　
　個
人
で
奉
賛
の
場
合
…
個
人
名
一
名

奉
祝
祭
特
別
記
念
品

〈
個
人
〉
五
万
円
以
上

①
奉
賛
金
額

②
個
人
名
一
名

〈
個
人
〉
三
万
円
以
上

石
碑
に
奉
賛
金
額
・
名
前
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
案
内
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
個
人
〉
一
万
円
以
上

奉
祝
祭
記
念
品



第一号 武　蔵　一　宮 （８）

記
念
碑
建
立
事
業
奉
賛
者
御
芳
名（
平
成
二
十
八
年
十
月
～
平
成
二
十
九
年
二
月
）

※
申
込
順
、
敬
称
略
、
お
名
前
等
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

個
人

内
田　
　

聖

大
野　

隆
司

橋
本　

洋
子

中
神　

健
一

福
永　

信
彦

中
村　

明
子

井
山　

一
男

石
井　

勝
利

近
藤
登
志
夫

吉
田　

曻
司

江
坂　

照
男

片
渕　

利
幸

新
井　

佐
守

三
百
万
円

百
万
円

五
十
万
円

十
万
円

十
万
円

金
子　

德
成

加
藤　

幸
子

齋
藤　

定
吉

髙
𣘺
幸
一
郎

清
水　

章
子

渋
谷　
　

守

大
野　

浩
平

長
坂　
　

均

小
林
長
一
郎

細
沼　

德
彦

細
沼　

武
彦

西
角
井
正
大

須
田
美
和
子

鈴
木
ふ
じ
子

井
上　

光
道

小
峯　

康
則

谷
島　

國
髙

小
森　

繁
英

小
森　

芳
子

五
万
円

五
万
円

法
人

株
式
会
社
橋
本
昭
司
記
念
駐
車
場　

橋
本　

洋
子

国
際
観
光
興
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

河
野　

見
義

有
限
会
社
一
の
家　
　
　
　
　
　
　

小
田　
　

晋

八
雲
睦
会　
　
　
　
　
　
　

ベ
ラ
株
式
会
社
す
が
た
美
容
室　
　

大
宮
西
口
共
同
ビ
ル
株
式
会
社

有
限
会
社
大
村
庵　
　
　
　
　
　
　

氷
川
如
月
会　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
好
宮
ア
ン
ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
万
円

五
十
万
円

二
十
万
円

十
万
円

佐
藤　

峰
子

吉
田　

公
一

宮
路　

宜
和

野
村　
　

勇

本
島
紋
次
郎

許
斐　

輝
幸

許
斐　

克
美

柳
澤　
　

宏

野
口
ひ
ろ
子

永
井　

怜
子

大
隅　

啓
司

栁
澤
千
代
子

小
嶋　

初
子

島
村　
　

剛

島
村
ま
ち
か

島
村　

正
彦

島
村　

敏
彦

白
川　

富
一

石
川
冨
美
子

一
万
円

小
川　
　

章

小
川　

和
里

日
野　

久
枝

渡
邊　

清
一

小
島　

清
好

萩
原　
　

衛

柴
﨑　

裕
一

佐
藤　

利
夫

石
坂　

弘
子

柴
田　

茂
次

太
田　
　

彬

大
崎
智
恵
子

本
橋　

清
子

木
村　

裕
一

木
村　

香
織

木
村　

咲
穂

　
奉
賛
金
の
受
付
を
開
始
し
て
以
降
、
多
く
の
御
篤
志
を
頂
戴
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
皆
様
の
ご
芳
名
を
御
紹
介
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
名
誉
市
民

新
藤　

享
弘
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の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
同
時
刻
に

参
拝
さ
れ
た
皆
様
も
神
妙
な
面
持
ち

で
祈
り
を
重
ね
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

演
奏
曲
目

・
平
調
　
音
取
　
越
殿
楽
　
五
常
楽

・
浦
安
の
舞

節
分
祭　

撒
豆
式

的
神
事

　
平
成
二
十
九
年
の
正
月
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
三
が
日
で
二
二
五
万
人
の

人
出
で
賑
い
ま
し
た
。
一
日
の
歳
旦

祭
、
二
日
の
日
供
始
祭
、
三
日
の
元

始
祭
と
も
滞
り
な
く
斎
行
し
、
一
日

の
大
宮
鳶

職
組
合
の

梯
子
乗

り
、
三
日

の
能
楽
研

究
会
に
よ

る
謡
初
は

多
く
の
参

拝
客
の
耳

目
を
集
め

ま
し
た
。

　
去
る
三
月
二
十
六
日
当
社
境
内
に

て
教
化
事
業
『
神
主
さ
ん
と
神
社
を

学
ぼ
う
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
参
道
で
は
大
宮
の
有
名
店
が

並
ぶ『
氷
川
マ
ル
シ
ェ
』、『
さ
ん
き
ゅ

う
参
道
２
０
１
７
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
神
道
に
つ
い
て
の
説
明
や
県

内
神
社
の
紹
介
、
雅
楽
演
奏
の
他
、

県
内
神
社
の
御
朱
印
展
な
ど
様
々
な

角
度
か
ら
神
道
に
接
す
る
事
業
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
雨
と
な
り
ま
し

た
が
お
よ
そ
一
万
人
の
方
に
御
来
場

を
頂
き
ま
し
た
。

　
前
日
ま

で
の
寒
風

が
落
ち
着

い
た
二
月

三
日
は
十

時
に
節
分

祭
が
厳
か

に
、
十
二

時
半
、
二

時
、
三
時

の
撒
豆
式
は
賑
や
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
特
別
年
男
の
落
語
家
の
柳

家
小
袁
治
師
匠
、
陸
奥
部
屋
力
士
の

他
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
ア
ル

デ
ィ
君
や
テ
レ
ビ
埼
玉
の
テ
レ
玉
君

の
撒
く
福
に
大
人
も
子
供
も
大
賑
わ

い
で
し
た
。

　
節
分
祭
と

は
対
照
的
に

朝
か
ら
吹
き

荒
れ
る
風
の

収
ま
ら
ぬ

中
、
十
時
よ

り
祭
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
殿
祭
の

後
、
三
の
鳥

居
内
に
設
営
さ
れ
た
奉
射
場
に
て
神

職
十
二
名
、
大
宮
弓
道
連
盟
の
先
生

九
名
に
よ
り
奉
射
の
儀
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
よ
り
六
年
が
経
っ
た
三
月

十
一
日
、
舞

殿
に
於
き
ま

し
て
犠
牲
者

を
哀
悼
し
復

興
へ
の
道
の

り
を
歩
む

方
々
に
心
を

寄
せ
て
雅
楽

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
前
日
一
月

二
十
五
日
、
大
宮
消
防
署
様
の
協
力

を
頂
き
楼
門
内
に
て
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
神
輿
庫
で
出
火
の
想

定
の
元
、
避
難
誘
導
や
初
期
消
火
、

通
報
、
放
水
等
、
地
域
住
民
含
め
約

百
名
で
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

正
月
初
詣

復
興
祈
願
雅
楽
演
奏

消
防
訓
練

社
頭
往
来

埼
玉
県
神
社
庁
主
催

『神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
』
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平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
よ

り
着
工
、
九
月
十
六
日
に
地
鎮
祭
を

斎
行
し
た

西
廻
廊
建

設
工
事
は

順
調
に
進

行
し
て
お

り
ま
す
。

竣
工
予
定

は
四
月

二
十
一
日

の
予
定
で

す
。

　
埼
玉
県
酒
造
組
合
様
よ
り
加
盟
す

る
酒
造
会
社
の
菰
樽
の
御
奉
納
を
頂

き
ま
し
た
。
県
内
に
は
三
十
五
社
の

酒
造
会
社
が
あ
り
そ
の
内
、
協
賛
会

社
二
十
五
社
、
二
十
六
種
の
銘
柄
が

並
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
月
二
十
三
日
に
は
小
山
景
市
会

長
始
め
協
賛
会
社
の
代
表
者
な
ど
約

三
十
名
で
正
式
参
拝
を
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
一
昨
年
来
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
西
駐
車
場
の
整
備
が
完
了
し
、

新
た
に
太
鼓
橋
が
架
け
ら
れ
、
渡
初

　
御
親
祭
百
五
十
年
祭
に
向
け
た
営

繕
工
事
の
一
環
と
し
て
経
年
劣
化
の

目
立
っ
て
お
り
ま
し
た
本
拝
殿
の
擬

宝
珠
や
御
扉
の
金
細
工
の
修
繕
、
ま

た
本
殿
及
び
舞
殿
の
亀
腹
の
修
復
、

舞
殿
欄
干
の
塗
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
た
に
新

設
さ
れ
た
西

駐
車
場
の
南

部
に
埼
玉
県

神
社
庁
舎
が

竣
功
致
し
ま

し
た
。
昭
和

二
十
一
年
に

設
立
さ
れ
た

埼
玉
県
神
社

庁
は
当
初
、

当
社
社
務
所
内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た

が
昭
和
三
十
七
年
に
神
社
会
館
に
移

転
致
し
ま
し
た
。
長
年
の
老
朽
化
や

耐
震
性
の
不
安
な
ど
か
ら
新
庁
舎
設

立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
祭

典
は
左
記
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
記

　
平
成
二
十
八
年

　
　
　
三
月　
三
日　
地
鎮
祭

　
　
　
六
月
二
十
日　
上
棟
祭

　
平
成
二
十
九
年

　
　
　
三
月　
十
日　
神
殿
鎮
座
祭

　
　
　
五
月
十
二
日　
竣
功
奉
告
祭

西
廻
廊
建
設

酒
造
組
合
菰
樽
奉
納

西
駐
車
場　

整
備
事
業

本
拝
殿　

舞
殿
修
繕

埼
玉
県
神
社
庁
舎
竣
功

奉
祝
・
営
繕
事
業

め
式
が
去
る
平
成
二
十
八
年
十
二
月

二
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
駐
車
台

数
は
約
六
十
台
で
御
本
殿
に
一
番
近

い
駐
車
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。尚
、

正
月
三
が
日
、
大
湯
祭
本
祭
の
十
二

月
十
日
は
他
の
駐
車
場
同
様
使
用
出

来
ま
せ
ん
。
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奉
納
献
花

一
月
の
奉
納
献
花

古
流
松
藤
会　
　

岩
波
理
豊

　
　
　
　
　
　
　

川
嶋
理
智

草
月
流　
　
　
　

沖
山
草
俊

　
　
　
　
　
　
　

竹
下
尚
峰

桂
古
流　
　
　
　

小
林
華
侊

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
典
花

正
風
流
一
光
会　

桐
生
一
光

春
草
流　
　
　
　

豊
田
春
柳

二
月
の
奉
納
献
花

古
流
松
藤
会　
　

岩
波
理
豊

　
　
　
　
　
　
　

川
嶋
理
智

池
坊　
　
　
　
　

草
谷
智
花

草
月
流　
　
　
　

沖
山
草
俊

　
　
　
　
　
　
　

竹
下
尚
峰

桂
古
流　
　
　
　

小
林
華
侊

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
典
花

正
風
流
一
光
会　

桐
生
一
光

春
草
流　
　
　
　

豊
田
春
柳

三
月
の
奉
納
献
花

古
流
松
藤
会　
　

岩
波
理
豊

　
　
　
　
　
　
　

川
嶋
理
智

池
坊　
　
　
　
　

草
谷
智
花

桂
古
流　
　
　
　

小
林
華
侊

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
典
花

草
月
流　
　
　
　

竹
下
尚
峰

正
風
流
一
光
会　

桐
生
一
光

春
草
流　
　
　
　

豊
田
春
柳

（
敬
称
略
）

 

一
月

　
　
八
日
　
　
　
靖
國
神
社
宮
司

　
　
九
日
　　
　
清
水
勇
人（
さ
い
た
ま
市
長
）

　
　
十
九
日
　
　
氷
川
神
社
敬
神
婦
人
会

　
　
二
十
日
　
　
埼
玉
県
神
社
庁
庁
長

　
　
二
十
一
日
　
解
脱
会
埼
玉
教
区
女
性
部

　
　
二
十
二
日
　
今
泉
神
社
総
代
会（
東
京
都
）

　
　
二
十
三
日
　
埼
玉
県
酒
造
組
合

　
　
二
十
五
日
　
神
道
婦
人
会

　
　
三
十
一
日
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

二
月

　
　
五
日
　
　
　
阿
含
宗
埼
玉
道
場

　
　
十
三
日
　
　
大
宮
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
十
八
日
　
　
高
鼻
町
二
丁
目
自
治
会

　
　
二
十
五
日
　
六
郷
神
社
崇
敬
会（
東
京
都
）

　
　
二
十
六
日
　
厳
島
神
社
氏
子
会（
福
島
県
）

三
月

　
　
四
日
　
　
　
大
田
区
若
手
異
業
種
交
流
会

　
　
八
日
　
　
　
茨
城
県
神
社
庁
東
茨
城
郡
神
社
総
代
会
南
部
部
会

　
　
八
日
　
　
　
田
村
八
坂
神
社
氏
子
会（
神
奈
川
県
）

　
　
十
一
日
　
　
武
蔵
菊
花
会

　
　
二
十
四
日
　
静
岡
県
神
社
庁
東
部
地
区
教
化
委
員
会

　
　
二
十
八
日
　
相
模
国
式
内
社
顕
彰
会

　
　
二
十
九
日
　
全
国
一
の
宮
会　
役
員
会

正 

式 

参 

拝
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昭
和
祭　
　
四
月
二
十
九
日

月
次
祭　
　
五
月
一
日

祝
子
祭　
　
五
月
五
日

御
鎮
座
祭　
五
月
九
日

献
詠
祭　
　
五
月
十
五
日

道
饗
祭　
　
五
月
二
十
一
日

月
次
祭　
　
六
月
一
日

粽
神
事　
　
六
月
五
日

献
詠
祭　
　
六
月
十
五
日

大
祓
式　
　
六
月
三
十
日

月
次
祭　
　
七
月
一
日

献
詠
祭　
　
七
月
十
五
日

祭
典
予
定

　

此
の
度
新
た
に
「
結
守
」
を
奉

製
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
三
月
下
旬
よ
り

当
社
で
婚
礼
を
挙
げ
ら
れ
た
新
郎

新
婦
様
に
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
有
料
で
の
授
与
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

新
規
授
与
品
の
お
知
ら
せ

　来る4月27日より世
界盆栽大会がさいたま
スーパーアリーナで開
催され、当社境内もサ
ブ会場として盆栽が展
示されます。
　約30年ぶりに日本
で開催される世界盆栽
大会に是非足をお運び
下さい。

発行　平成29年４月15日　　発行所　氷川神社社務所
写真協力　宮野信昭　中村写真館
印刷所　株式会社　秀飯舎

さいたま市大宮区高鼻町１-407　電話 048-641-0137
http://www.musashiichinomiya-hikawa.or.jp/

「羽衣」「羽衣」

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内

（雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

第
三
十
六
回

大
宮

T a k i g i - N o hT a k i g i - N o hT a k i g i - N o h

第１日目　5/26㈮
　　第２日目　5/27㈯

　来る６月３日、４日「氷川
ほたるの杜」の皆様により第
３回氷川ほたる観賞会が開催
されます。詳しくは同会ホー
ムページをご参照下さい。

第３回

氷川ほたる観賞会
のお知らせ


